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の
往
来
の
無
い
所
へ
之
ど
浮
べ
た
の
で
は
何
に
も
な
ら

ぬ
彼
の
グ
コ
夕
、
ミ
ネ
ソ
タ
の
如

3
は
牧
文
償
は
な
い
、

恥
大
き
い
だ
け
の
名
容
に
終
る
の
で
あ
る
、
若
し
そ
れ
が

位
地
を
特

b
℃
、
樹
海
岸
の
農
業
が
脱
税
慾
し
℃
ド
と
う
し
℃
J

も
日
本
の
移
民
ど
入
れ
な
く
ち
ゃ
な
ら
料
、
移
民
の
制
限
一

も
な
く
必
要
上
日
本
の
移
民
を
要
す
る
之
手
白
人
時
代
に
な
一

つ
℃
。
少
な
く
と
も
年
九
時
五
十
高
六
十
お
の
移
民
が
行
く
一

や
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
郵
仙
川
曾
枇
1
乙
東
洋
汽
舶
は
高
歳
一

で
あ
る
之
一
一
一
口
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
英
国
及
び
澗
逸
の
汽
一

般
曾
駐
が
今
日
の
機
大
を
戒
し
待
た
の
。
は
移
民
が
成
叫
ん
で
一

占
の
っ
た
潟
ゆ
と
ふ
一
一
口
つ
で
も
過
言
で
な
い
の
で
わ
る
か
ら
、
一

移
民
問
題
之
海
運
の
問
.
惣
1
C
は
非
常
に
関
係
が
多
い
の
で

わ

b
ま
す
、
今
後
パ
ナ
マ
の
蓮
河
が
出
来
℃
、
術
開
海
岸
の

際
業
が
後
述
し
℃
多
数
の
般
労
働
者
が
必
要
に
な
っ
て
来
た
~

な
ら
ば
日
本
の
海
運
は
大
代
後
述
す
る
で
あ

b
ま
せ
う
、
一

時d
う
な
っ
た
な
ら
ば
英
の
利
盆
を
以
℃
他
の
不
利
盆
な
部

分
に
も
日
本
の
閥
旗
を
翻
し
た
船
舶
を
浮
ぺ
る
乙
と
が
出

来
る
、
一
方
の
利
金
わ
る
航
海
に
依

τ
一
方
の
不
利
盆
な

る
航
海
を
埋
め
得
る
に
去
っ
た
な
ら
ば
、
世
界
至
る
所
代

h
h
k
b
h
ι
U
6
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議;
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日
本
の
海
運
が
勢
力
主
占
め
る
乙
と
に
な
る
の
で
わ
る
。
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1 目白

部F

、

五ハ
O
日開

文
m明
世
界
の
紳
士
淑
女
が
最
大
の
…
快
幾
ど
苓
得
す
可
h
d

一

大
柴
閣
に
じ
℃
、
一
度
此
幾
闘
に
波
海
遊
乞
試
む
る
も
の

は
、
紛
々
援
々
た
る
世
間
の
や
whz忘
る
〉
も
の
な
る
乙
止

を
知
t

リ
、
以
℃
議
の
築
現
の
外
h

れ
は
服
従
す
ペ
う
も
の
も

な
く
、
因
果
の
方
則
を
除
当
℃
は
九
月
な
紛
す
る
も
の
・
と
℃

な

S
自
由
無
際
の
別
天
地
代
悠
々
と
し
て
自
信
自
幾
せ
え

か
、
試
験
の
如

5
は
之
布
る
も
可
、
之
加
味
告
も
亦
可
、
試

験
有
れ
ば
l

乙
℃
殊
更
に
心
を
持
す
る
と
と
も
な
く
、
試
験

な
し
と
℃
腕
部
?
を
厳
す
る
と
と
も
な
か
る
可
し
、
激
師
は

自
己
に
幕
開
を
版
!
州
、
商
買
に
も
あ
、
b
w
u
れ
ば
‘
彼
の
顕
脳

は
感
術
の
打
出
の
小
槌
に
で
も
な
し
、
彼
は
限
だ
我
れ
に

的
学
問
の
楽
関
に
入
る
の
鍵
を
興
へ
、
我
れ
を
側
内
に
滋

3

℃
l

供
代
共
に
微
妙
-
脊
潔
な
る
皐
闘
に
悠
魅
せ
ん
と
す
る

一
大
恩
人
な

b
p乙
削
仰
と
℃
只
管
之
が
師
導
に
従
ぴ
、
搬
手

作
裳
技
手
雨
、
紛
々
韓
議
の
世
間
に
立
ち
て
制
御

b
深
惇
な

る
関
係
を
忠
ム
可
し
、
試
験
の
殺
に
苦
み
、
試
験
の
鴻
に

放
さ
}
試
験
の
銭
に
怒

b
プ
試
験
の
潟
に
師
弟
の
間
を
疎

隔
し
、
接
じ
b
・c
に
去
り
て
は
試
験
の
錦
、
に
刑
法
上
の
非
人

之
な
る
が
如
b
d
は
九
試
験
装
物
の
服
部
な

b
t乙
識
は
ん
よ

b

仁~H:) ・

曲
学
生
た

b
し
も
の
が
一
校
長
に
謝
し
て
深
く
合
む
腕
わ
ら
、

之
を
校
内
に
要
し
℃
共
肌
肢
を
刺
せ
る
、
が
如
b
・t
格
率
の
抑
協

滋
せ
ら
る
〉
佐
開
く
は
議

3
試
験
制
度
の
弊
乞
人
の
頭
・
脳

に
・
涼
一
く
印
表
せ
し
り
る
も
の
た
る
な
A
Y
O

然
れ
V
ふ
も
這
同
抗
駅
知
多
b
・
J

」
試
験
制
皮
-
を
中
心
ー
し
じ
た
る

今
日
の
皐
校
数
育
rι
蛾
も
、
数
M
W
代
し
℃
自
己
の
職
分
の

紳
助
習
を
思
引
い
、
向
学
生
に
じ
℃
異
に
感
問
を
事
関
之
し
て
駒

山
九
す
る
の
念
あ
ら
ば
未
だ
斯
般
の
弊
容
を
見
る
に
至
、
b
w
d

h
y
し
な
る
可
し
、
試
験
制
度
に
代
る
可
b
d
良
制
皮
あ
ら
ば

吾
人
間
よ

b
此
が
全
般
に
管
手
を
略
げ
て
賛
同
す
可

3
も

然
も
未
だ
何
人
も
之
れ
そ
工
夫
し
質
施
し
得
た
る
も
の
な

く
、
遺
憾
な
が
ら
信
楽
の
試
験
制
度
を
存
置
す
る
以
上

は
、
激
員
は
成
る
可
く
之
を
鉾
重
し
て
試
験
問
題
を
二
三

の
部
生
に
故
意
に
漏
洩
し
℃
他
生
の
憤
怒
を
賀
、
r
A

が
如
h
t

非
行
を
艇
な
可
き
は
勿
論
、
感
生
側
に
行
は
る
〉
好
識
な

る
受
験
方
法
を
防
止
す
る
に
努
め
、
関
践
の
選
様
、
採
鮎

の
方
法
等
に
留
意
し
、
以
℃
出
来
符
る
限

b
R公
一
ゃ
な
る
結

果
を
勅
許
の
上
に
見
、
ん
乙
と
営
計
、
b
w
u
る
可
ら
ず
、
胤
一
生

亦
試
験
の
然
に
勉
撃
す
る
の
品
川
に
陥
ら
ず
、
事
問
は
皐
一
党

仲
践
に
生
ず
、
偽
敬
の
.
致
越
に
は
一
A

一
千
年
前
の
人
類
似
幼
維

な
る
般
論
I
ζ

密
淡
た
る
想
像
に
基
く
幾
多
迷
い
授
の
認
識
ど

合

U
?
税
率
の
滋
歩
之
共
に
仙
の
宗
敬
之
等
し
く
伽
数
が

次
第
化
茶
勢
力
を
潜
め
つ
〉
ゐ
る
は
正
に
之
、
が
潟
め
な
り

一
然
れ
刊
と
も
今
日
は
未
だ
以
て
科
州
中
訪
問
能
の
時
J

乙
制
ふ
可

一
ら
ず
、
英
一
敏
隙
を
補
ふ
可
ad白
川
敬
の
任
務
は
頗
る
重
大
な

一
歩
、
ヨ
る
に
世
栄
一
未
だ
偽
数
を
楽
〉
る
に
、
仰
徒
早
く
倣

v

殺
を
楽
℃
た
λ

ッ
、
世
鋒
入
滅
の
前
働
法
滅
遊
の
時
b
L
説
ち

て
、
捕
勃
世
に
下
る
の
前
数
千
市
内
成
之
な
す
、
側
助
出
股

J

は
仰
滅
後
四
十
六
億
七
千
高
年
な
ι
リ
、
お
れ
ば
法
滅
誕
の

時
は
A
1
H
よ
り
し
て
約
四
十
六
億
前
例
年
な
る
可
b
d
に
、
今

日
の
偽
敬
徒
の
有
様
を
見
る
に
宛
も
世
砂
叫
が
法
減
識
の
獄

1
ζ

し
℃
指
示
し
た
る
所
の
も
の
に
該
殺
す
、
或
は
成
作
所

沙
問
、
民
飢
吾
滋
、
著
俗
衣
裳
ー
鍛
好
袈
裟
五
色
之
服
、

飲
酒
峨
肉
1

殺
生
食
妹
、
無
有
詠
心
、
一
史
相
砂
川
鉄
lι
制
へ

る
が
如

3
、
或
は
設
有
民
一
応
入
)
来
魔
比
丘
、
成
共
嫉
之
、

誹
設
相
拘
忍
1

儲
知
駈
選
、
不
A
T
符
位
、
自
共
於
後
、
不
修

道
徳
、
寺
廟
荒
蕪
)
無
復
修
溜
、
川
崎
就
段
媛
、
飽
食
財
物

一
般
疑
不
散
1

不
作
一
蹴
徳
之
制
へ
る
が
如
b
d
、
或
は
紙
不
溺

.
h
O議

くH5)

一
一
は
〕
陶
器
ろ
試
験
の
外
に
脇
市
開
の
楽
天
地
わ
る
を
知
ら
し
め

一
ぷ
る
数
良
之
、
此
紫
聞
に
悠
遊
せ

A
乙
と
を
努
め
ま
る
胤
十

伎
と
の
罪
に
・
蹄
オ
可

3
も
の
多
か
ら
え
な

b
o

、jノ帥
訟
b
i
t
-
恥

4
F険
砕

r詑
比
¥
皆
宮

S

f
L
来
信
認
附
芳
司
日

今
年
間
月
八
日
を
以
て
偽
数
青
年
舎
は
蒋
等
降
誕
曾
を

鐙
徳
義
塾
に
開
催
せ
λ

り
、
抑
も
偽
敬
青
年
舎
は
勤
一
山
県
故
寺

側
一
服
毒
師
が
一
加
持
先
生
等
の
賛
同
を
得
、
し
み
~
凶
の
青
年
事

生
'hz糾
合
し
て
組
織
し
た
る
も
の
に
し
て
、
今
よ

b
十
数

年
前
英
接
、
舎
の
式
1'
」
共
に
蒋
常
降
誕
曾
を
慶
膝
義
塾
に
奉
9

行
し
、
故
先
生
亦
倣
数
徒
の
聞
に
交
t
り
て
)
場
の
講
演
は
ど

鍔
せ
よ
ヘ
狗
に
意
外
な
る
関
係
は
意
外
な
る
迭
に
存
す
る

も
の
に
し
て
、
今
貌
た
十
数
年
振
λ

ツ
に
で
最
も
宗
敬
氏
総

涼一

3
五
日
が
政
勝
義
塾
に
降
誕
曾
の
禦
ゐ

b
た
る
は
不
思
議
.

の
宿
絞
め
る
も
の
?
乙
剤
一
ふ
べ
し
ι

宗
殺
の
枚
訴
は
信
仰
な
よ
ツ
、
信
仰
は
知
識
の
銚
陥
を
補

、rA
蹴
念
な
λ
y
i
i

人
間
の
知
識
が
次
第
に
後
述
じ
科
事
上
の

般
定
が
蹴
丘
北
道
然
の
皮
を
高
ひ
る
に
従
っ
て
答
来
の
信

仰
は
往
々
に
し
て
之
?
と
相
背
・
馳
す
る
も
の
1
乙
な
る
、
迷
信

¥tを

持け



設
有
読
者
、
不
識
字
句
、
不
説
明
者
、
に
中
東
に
あ
・
和
の
関
係
を
維
持
し
、

夏
向
求
名
)
虚
…
諜
芸
、
以
然
策
、
箆
袋
入
供
養
1

乙
謂
へ
な
さ
向
。
ロ

d
g口砕
け

C

防

m
v
p
y
r

ト
ト
如
b
d
皆
去
が
仰
一
致
徒
今
日
の
ぬ
小
ど
形
容
せ
る
の
文
字
山
o
u
J吋
o
w
d
o
m
0
2
y
o
ω
r
G♂

3
.
S
関
与

F
O
B
S
V

オ

札

口

o
q
oけ
件
げ
。

B
Oロ
O〈
仲

C
0
・ど

こ
-b
ら
ず
や
。

l
l
w貝
ハ
;
青
年
併
殺
徒
和
合
し
℃
佐
悠
降
誕
の
曾
式
を
一
を
歌
ぴ
・
た
る
は
何
人
に
潤
し
℃
な
ら
し
ゃ
、
英
人
自
ら
願

努
¥
一
一
一
一
閃
山
上
、
自
然
一
六
…
翠
卯
相
和
鳴
、
雨
天
一
主
化
常
一
み
℃
奇
異
の
成
わ
る
可
し
、
新
く
℃
股
問
弁
は
盆
々
英
良
品

以
降
節
、
春
秋
冬
友
自
然
降
炎
、
一
腕
部
位
協
紘
一
界
関
往
来
す
一
ド
ヲ

1
ド
七
世
の
非
凡
な
る
外
交
官
ず
腕
代
総
践
し
つ

A

山
J
i

る
乙
1
・f

」
な
し
1

乙
雌
も
、
彼
等
の
耳
に
は
向
げ
は
我
常
救
皮
天
…
悶
に
、
更
に
強
大
な
る
般
は
外
交
上
祭
主
一
経

.
W
J
1
1仰

上
天
下
矯
天
入
管
断
生
死
昔
、
ニ
ニ
界
銀
上
、
伎
一
切
一
衆
潟
一
の
方
面
に
以
℃
英
闘
に
肉
治
し
た
ら
。
州
側
設
は
廿
火
元
貨
に

注
文
の
発
一
昔
を
mm'γ
る
ξ
総
か
ん
、
控
室
滅
遊
よ
ら
救
一
元
府
民
社
」
る
闘
宮
の
全
部
を
挙
げ
℃
鋭
品
位
窓
会
披
一
般
山
知

ム
は
将
に
彼
等
の
軍
口
比
大
な
る
任
務
、
た
る
な
ム
ツ
。
一
同
せ
ム
ソ
、
彼
は
産
業
保
護
の
平
和
的
日
貨
の
一
及
川
ぷ
一
一
一

r
L
Lハ争

ι主
的
歳
代
し
て
世
間
に
下
つ
℃
作
制
御
す
べ
…
戦
闘
…
鯨
の
建
造
に
忙
し
か
か
言
、

V
Tブ
，

J
W
Jの
川
目

当
嫡
勃
有
一
際
は
仰
ち
一
宮
完
成
せ
る
科
的
ゅ
の
色
身
を
兵
し
〈
一
感
お
は
大
率
の
議
漉
よ
ら
し
℃
泌
軍
総
朕
の
必
裂
を
隙
P

日

現
る
可
き
も
の
な
λ

リ

。

一

K
数
へ
℃
俗
ま
?
言
、
見
ょ
、
放
日
山
側
戦
後
代
於
け
る
偶

…
吻
加
が
…
砕
笈
・
機
張
の
潟
め
に
如
何
に
焦
慮
し
如
何
に
努
力
し

た
b
じ
が
を
、
運
河
の
開
務
、
軍
治
の
新
設
憐
張
、
逃
船

所
の
建
設
、
新
維
の
建
造
等
質
に
世
界
の
耳
目
乞
鋒
勤
せ

し
れ
U

る
も
の
わ
り
。
這
般
の
異
常
な
る
潟
軍
機
採
が
目
標

-
-
E
F
Z
}

す
る
所
の
も
の
は
何
ぞ
や
、
之
れ
極
め
℃
明
時
な
る
問

Il，t: 

持

く96)

n
i
1

、

死
U
L

錦強一一一一口是、

-1' 

、
当t"jI，ー

O
英
濁
製
織
競
争

一
一
蹴
去
'
り
℃
一
一
政
亦
ゆ
る
、
歴
史
的
の
憤
怒
乞
軍
一
ね
た
る

偽
闘
と
は
今
や
親
諮
問
な
る
関
係
に
立
ち
、

史
上
の
奇
蹟
な

b
t
c
忠
は
じ
か
に
至

b
、
人
を
し
て
外
交

露
闘
と
は
い
紅
来

97 

胞
な
λ
ッ。

抑
も
獅
巡
の
政
策
は
mm
然
三
階
段
。
ど
経
京
市
b
た
る
も
の

に
し
℃
.
英
樹
制
御
滋
政
策
の
鴻
め
に
唄
太
利
?
乙
戦
ぴ
、
調

欧
洲
政
策
の
矯
め
比
は
偽
商
附
西
!
乙
戦
以
た
夕
、
今
や
共
世

界
政
策
に
入
る
に
及
び
て
三
仰
の
強
大
な
る
敵
手
を
見
た

A
Y
、
彼
は
自
己
の
政
策
を
断
行
し
て
、
、
過
去
第
一
第
二
の

政
策
に
見
事
な
る
勝
利
乞
鼠
ち
待
た
る
l
L
同
一
の
成
功
を

牧
ゅ
ん
ー
し
す
る
に
は
、
円
十
晩
比
三
側
の
一
敵
手
た
る
英
中
一
日
利

北
米
合
永
岡
井
に
我
が
日
本

ι戦
つ
℃
之
を
例
8
3
る
可

ら
ず
、
抑
制
常
ヰ
Y

へ
Y
ム
が
隼
の
如

5
織
を
配
っ
て
低
限
介

の
大
勢
を
腕
認
し
つ
〉
、
密
h
k
海
軍
力
を
議
λ
る
に
徐
念

な
h
d
は
正
に
之
が
悠
は
り
な

b
。

英
闘
は
日
一
日
I
乙
組
側
逸
の
肉
迫
を
成
、
ず
る
之
痛
切
な
、
b
ん

之
す
、
ア
ス
キ
ス
氏
の
自
由
議
内
問
の
軍
備
縮
少
政
策
に

釣
す
る
批
難
の
撚
漸
く
高
く
、
舎
で
は
ロ
ヲ
ラ
シ
ド
、
サ
J
1

u
y
v

ヤ
が
っ
雨
常
闘
の
衝
突
L

を
著
す
ゐ

b
、
タ
イ
ム
ス
が

英
倒
は
有
山
%
以
来
未
だ
狩
て
判
例
議
人
の
如
く
怖
る
可

3
獄、

敵
に
出
逢
へ
る
乙
1
乙
な
し
よ
し
論
ヒ
℃
捌
民
乞
警
限
し
、
・
二

代
ジ
ヨ
シ
、
ク
オ
タ

1
以
来
の
政
府
援
助
策
を
鋤
つ
℃
、

， n~ 

.評

五
o 
f、

c) -・4
同 十
Ej f年
d9 J;1. 
y がj
&寸

=君。

頻
に
白
由
品
単
一
内
閲
位
攻
撃
し
、
今
亦
在
野
の
保
守
滋
が
ゆ
収

加
ド
V

ツ
ド
ノ
オ
ト
州
中
一
戦
闘
般
問
般
建
治
の
要
求
に
雄
伐

を
典
ふ
る
が
潟
め
、
英
院
内
幹
事
を
し
て
み
一
闘
に
向
つ
℃

汎
く
閥
民
的
運
動
を
閥
始
す
可
3
M
H
を
ふ
一
一
口
明
せ
し
め
た
る

が
如
主
、
濠
洲
に
於
て
某
の
前
首
相
ヂ
!
キ
ン
氏
が
日
…
ュ

!
、
ジ
!
日
ア
ン
ド
と
協
力
し
℃
ド

v
y
ド
ノ
!
ト
州
市
戦
闘

艇
を
本
闘
に
寄
附
す
H
，
b
ξ
を
疎
開
し
て
本
岡
政
府
を
刺

激
せ
ん
と
し
、
而
し
て
英
政
府
亦
殖
民
大
m
p
Y
1卿
を

し
℃
本
凶
政
府
は
軍
鍛
献
納
の
議

k
成
湖
し
之
を
放
、
池
す

と
打
電
せ
め
し
め
た
る
が
如
b
J
¥
山
以
℃
・
如
何
に
釣
獅
滋
制
泌

総
競
争
熱
が
高
度
に
悲
し
つ
〉
あ
る
が
わ
也
知
る
に
足
ら
ん

蓋
し
此
閥
民
的
熱
情
の
高
潮
に
注
じ
た
る
時
に
際
し
、
似

A
7
自
由
認
内
閣
は
主
義
と
し
議
論
!
ι
し
て
軍
備
制
限
右
主

張
す
，
る
も
、
然
も
資
際
に
之
を
施
す
之
能
は
診
る
な
る
べ

し。獅
滋
は
議
同
英
凶
氏
が
猛
烈
な
る
競
守
心
に
煽
ら
れ
つ
〉

わ
る
を
見
℃
、
多
少
の
不
安
な
う
能
は
ず
ペ
浴
相
チ

Y
ピ

ツ
氏
の
如
き
は
英
闘
に
於
℃
は
制
御
逃
が
一
千
九
百
十
二
年

代
ド
レ
ヅ
ド
ノ
オ
ト
型
戦
総
十
七
般
を
有
す
に
至
る
可
し

、

3t: 
0 
..-f1 
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五
O
入

。o
¥JU 

ー

ι主
張

す

る

も

の

あ

る

も

、

之

加

率

の

想

象

比

し

て

、

同

)

|

了

:

・

;

'

ゐ

静

5

1

¥

ノ
-A九
百
円
唱
し

F
Y斗
も
ま
Y
T
h
に

年
に
は
ド
レ
ッ
ド
ノ
!
ト
型
縦
十
一
一
一
般
乞
符
る
に
過
ぎ
ず
(
え
匝
完
移
秀
万
仁
引
V

-
乙
苦
し
げ
な
る
口
吻
を
漏
せ
b
.
好
嬬
犀
利
な
る
制
御
滋
は
過
般
財
務
委
員
よ
ム
リ
米
闘
下
院
に
提
出
し
た
る
総
入
製

機
℃
種
々
な
る
手
段
に
依
っ
て
英
図
民
の
興
憤
せ
る
戚
情
茶
課
税
案
、
代
濁
し
て
は
内
閣
員
中
に
も
反
劉
者
ゐ
λ

ソ
、
委

を
泌
静
せ
じ
h
u
る
に
努
h
u
w
し
、
然
れ
V
ら
も
一
皮
な
ら
ず
一
員
合
亦
課
税
せ
公
る
ξ
に
決
せ
り
と
の
報
わ
ム
リ
し
が
、
今

満
足
せ
ら
れ
た
る
帝
倒
的
欲
求
は
二
三
の
防
磁
の
斜
め
に
一
叉
本
金
践
に
於
℃
製
い
令
系
統
之
し
、
併
℃
之
ー
し
平
衡
し

消
滅
す
可

3
も
の
に
わ
ら
ず
、
一
皮
劉
組
側
泡
政
策
に
成
功
一
J

し
謀
せ
ら
る
可
か
'
り
し
湖
排
税
営
州
削
除
す
る
附
税
案
修
正

し
、
再
度
調
欧
級
巴
政
策
に
成
功
し
た
る
抑
制
逸
は
、
ピ
ス
ナ
を
可
決
せ
λ

り
と
の
機
械
を
得
る
に
一
変
れ

b
o

マ

Y
ク
会
以
来
の
政
策
を
似
へ
℃
、
飽
く
ま
で
英
世
界
政
一
部
ふ
ま
で
も
な
く
北
米
合
衆
闘
の
関
税
制
皮
は
著
し
く

策
を
遂
行
せ
ん
乙
之
を
期
し
、
持
難
に
遭
遇
す
る
も
必
ず
訟
一
政
治
上
の
目
的
に
宣
告
む
抵
当
』
財
政
上
の
目
的
位
次
位
に

に
之
を
絡
止
す
る
も
の
に
あ
ら
診
る
之
明
比
し
て
、
彼
が
…
置
く
の
布
様
に
し
℃
、
保
護
政
策
の
勢
蛾
ん
な
る
の
結
果

常
に
英
海
軍
披
張
が
平
和
的
の
も
の
に
し
て
去
も
侵
略
的
一
未
製
品
弁
に
製
造
工
銭
品
、
に
剥
し
て
各
締
高
率
の
課
税
を

の
意
義
を
有
す
る
も
の
に
あ
ら
止
る
之
を
一
不
当

A
が
潟
め
一
な
し
つ
〉
わ
る
に
も
係
ら
ず
、
製
茶
は
吻
排
及
び
砂
糖
と

に
m川
ゆ
る
寸
詩
人
は
唯
、
だ
獅
議
側
旗
の
下
に
紛
逸
の
貿
易
一
共
に
常
に
無
税
な
る
か
又
は
極
め
て
低
容
の
課
税
に
止

b

k
盛
ん
な
ら
し
め
ん
t
乙
欲
す
し
と
の
一
一
員
は
之
を
文
字
通
A
Y

一
た

h
、
印
ち
彼
の
ク
オ
カ

1
氏
の
主
張
に
悲

3
℃
起
草
せ

に
解
す
る
も
頗
る
危
険
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
し
℃
、
ら
れ
た
る
一
千
八
百
四
十
六
年
の
関
税
案
の
如

3
自
由
貿

英
削
御
前
闘
の
製
蹴
競
争
は
多
少
の
張
弧
は
之
有
る
可
主
も
易
主
義
を
採
用
し
た
る
も
の
〉
例
と
し
℃
引
用
せ
ら
る
〉

攻
策
に
激
誌
を
極
h
u
可

3
や
必
せ
よ
り
)
五
日
人
は
世
界
平
和
所
の
も
の
な
れ

E
も
、
然
も
D
の
つ
ス
ケ
デ
ユ

l
y
し
に
於

の
潟
め
に
深
く
之
を
悲
h
U
も

の

な

ら

む

け

る

綿

花

の

二

割

五

分

を

最

少

と

し

〈

、

.
A
の
つ
λ

ケ
デ

ーーと~.i-:-"，，，，，.-.:士♂4 ← 

. . 苛•..•. ¥;:!jT!11¥ji;.行

ハ
ザnu 

ュ
!
y
L
に
属
す
る
も
の
は
皆
十
織
の
課
税
を
受
く
る
に
事
情
期
の
如
く
に
し
℃
五
日
闘
の
製
茶
染
者
は
多
年
悲
境
に

反
し
、
制
御
hJ
製
茶
及
び
吻
坊
は
無
税
な
ら
言
、
而
し
℃
一
泌
倫
し
つ
〉

b
bし
に
、
今
叉
米
闘
に
於
℃
輸
入
製
茶
謀

千
八
百
七
十
二
年
に
製
茶
及
び
瑚
排
の
関
税
を
底
止
し
た
税
の
提
案
を
聞
く
、
議
し
彼
等
の
狼
狽
は
非
常
に
し
て
、

る
の
事
実
は
泊
代
米
闘
関
税
制
皮
全
般
の
性
質
を
決
定
す
茶
業
組
合
が
英
本
部
代
金
闘
の
製
茶
業
潜
を
参
集
せ
し
め

る
も
の
に
し
て
凶
路
欣
入
の
削
減
は
保
護
関
税
の
低
械
に
一
蚕
鴻
の
茶
業
者
総
代
と
共
代
、
或
は
政
府
に
建
議
し
、
或

依
る
可

3
ゃ
、
非
保
護
関
税
の
低
減
に
依
る
可

3
や
之
の
…
は
米
闘
に
於
け
る
出
版
所
に
向
っ
て
運
動
な
命
ず
る
な
刊
と

問
題
此
に
係
b
し
な
ら
J

、
新
く
て
製
茶
弁
に
湖
排
の
課
税
一
共
最
善
の
カ
を
議
し
℃
同
案
の
通
過
を
組
止
せ
え
と
し
つ

厳
止
は
勢
保
議
関
税
の
著
し
一
ち
低
械
を
狙
止
せ
し
め
た
一
〉
ゐ
よ
り
し
に
、
今
や
会
同
下
院
に
於
℃
全
然
同
課
税
案
の

b
、
然
る
に
一
千
八
百
九
十
一
一
一
年
の
交
よ

b
歳
入
次
第
に
…
削
除
せ
ら
れ
た
る
を
聞
く
は
米
側
関
税
政
策
上
の
利
害
は

不
足
を
告
げ
一
千
入
百
九
十
七
年
の
関
税
案
は
一
般
に
税
一
一
切
く
悶
は
ず
、
芸
人
は
吾
が
製
茶
業
者
の
矯
め
に
深
く
之

準
・
を
増
加
せ
し
め
た
る
が
、
今
叉
今
年
此
改
正
案
に
於
℃
で
ど
喜
大
も
の
な
λ
y
。

協
庫
歳
入
の
目
的
よ

b
製
茶
に
課
税
せ
ん
・
と
の
提
案
を
見
一

る

に

玄

し

な

九

一

O
H糖
重
役
の
拘
引

米
凶
に
於
け
る
食
料
品
の
轍
入
は
専
ら
英
栽
培
同
闘
の
…
満
都
の
士
女
は
花
の
便
t

り
に
忙
し
き
四
月
十
一
日
、
大

地
味
気
候
に
溺
せ
ゲ
る
熱
椴
性
の
産
物
よ

b
成
る
も
の
に
一
日
本
製
粉
命
日
祉
は
東
京
地
方
裁
判
所
判
検
事
の
臨
検
捜
索

し
て
、
似
し
℃
年
々
輸
入
額
増
加
の
一
般
的
傾
向
ゐ
る
も
を
受
け
、
同
時
代
笠
役
中
の
某
々
一
等
は
家
宅
捜
索
乞
家
b
、

の
な
れ

E
も
、
硝
λ

リ
茶
の
総
入
は
ゴ
ず
八
百
七
十
五
年
以
或
は
拘
引
或
は
喚
問
を
受
け
た

b
と
聞
く
、
恭
一
問
花
を
下

水
市
一
概
次
滅
滋
の
徴
を
一
不
し
、
一
千
九
百

O
二
年
に
は
英
傑
・
す
の
依
は
資
に
…
年
中
の
好
季
に
し
℃
人
の
最
も
快
趨
を

格
僅
比
九
、

0
0
0
、
0
0
0弗
を
鐸
せ
る
の
み
な
b
b
d
、
質
ゆ
る
時
な
る
が
、
多
年
不
正
眼
縦
揺
の
非
行
を
放
℃
し
、

誇

時

.ao九
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合
抵
の
血
な
開
放
夕
、
肉
を
吸
ぴ
℃
私
腹
を
肥
し
つ
〉
あ
A
Y

し
重
役
裁
が
疲
耳
に
水
の
拘
引
を
受
け
℃
総
て
図
悶
の
人

1

乙
な
ら
ん
と
す
る
を
見
る
は
、
川
勝
時
雨
に
も
勝
λ

ツ
℃
一
般

国
民
の
容
に
快
と
す
る
所
な
る
可
し
。

世
間
往
々
一
同
舎
一
粧
が
般
に
其
繋
理
の
絡
に
義
、
が
ん
『
乙
せ

る
に
常
・
9
、
俄
然
的
問
の
検
患
を
見
る
に
至
ら
し
は
往
々

英
整
理
の
業
を
困
難
な
ら
し
の
U

る

も

の

な

む

と

な

し

、

殊

〉

准

志

存

ろ

頃

丙

f
k」
和
恥
1
4
4

狗
旬
タ

f
ν
I
t〆H
V

に
一
兆
皮
某
々
等
》
忠
告
訴
代
人
と
し
て
起
訴
せ
る
株
主
が
比
、
(
寸
i
f
l
i
t
-
-‘1

続
的
少
数
の
持
株
を
有
す
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℃
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翠
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℃
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憐
界
一
℃
、
他
は
極
端
な
る
野
一
戦
時
制
お
の
文
字
ピ
多
く
登
放
す
る

の
満
途
を
愛
へ
、
一
は
自
己
の
投
資
の
不
安
闘
な
る
に
慨
一
に
あ

b
o

?
U
℃
、
我
政
府
常
局
者
代
警
告
す
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℃
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℃
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℃
海
外
に
恋
闘
せ
る
一
青
年
L

等
の
期
日
は
所

締
本
坑
の
新
呉
服
砂
と
し
℃
之
を
飾
る
も
の
な

b
。

而
し
℃
他
の
…
方
を
見
る
に
専
門
の
文
部
T

雑
誌
は
勿
謂

政
治
雑
誌
よ

b
家
庭
雑
誌
、
中
Na--士
女
を
目
的
と
せ
る
も

の
よ

b
宗
数
数
百
の
機
関
を
以
℃
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